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発刊にあたって

本報告書は、2010年度全労済協会の公募委託調査研究テーマ「絆の広がる社会づくり」で

採用となった、「退職後勤労者の家族および近隣との『つながり』と高齢期の健康状態に関す

る調査研究」の研究成果です。

都市部の勤労者の多くが、通勤時間の長さや残業などで家族と過ごす時間が短く、地域社

会との係わりも希薄であることが、各種調査からも明らかになっています。

当協会が実施した「勤労者の生活に関するアンケート」の調査結果でも、コミュニケーショ

ンを「よくとっている」、「まあとっている」の回答割合が高かったのは、「職場の人」、「親し

い友人」であり、それに続き「親」、「配偶者」、「子」となっています。他方、「とっていない」

との回答比率が高かったのは、「地域の人」、「近所の人」となっています（全労済協会2011年

調べ）。

勤労者も退職とともに職場中心の生活から、地域社会が生活の中心となり、また高齢期の

生活においては、医療、介護、生活支援などを含む多種・多様な社会的支援が必要となって

きます。

本研究は、都市部における高齢者の家族や近隣とのつながりを調査することにより、高齢

者の実態を把握し、高齢者の健康状態や医療・介護、生活支援ニーズとの関連を明らかにし、

超高齢化時代における地域社会のまちづくりや高齢者の生活支援を考えるうえで示唆を提供

することを目的としています。

調査は首都圏および地方都市、さらに東日本大震災被災地の地域居住高齢者を対象として、

健康づくり推進員、保険推進員の協力を得ての聞き取り調査、また介護サービス、生活支援

サービスに取り組む事業者への調査を実施し、高齢者の生活実態を分析しています。

調査からは近所づきあいの種類の多さとよい健康状態には関連があることがあらためて示

され、退職後のつながりの形成には、住まい方、在職時の働き方が複雑に影響していること

も明らかになりました。そして地域での高齢者の生活支援はそれらの要因を考慮したケアサ

ポート体系、体制が求められると指摘します。

本報告書が地域で高齢者の生活支援に携わっている関係者や研究者、協同組合など多くの

皆様の諸活動や研究の一助となれば幸いです。

「公募委託調査研究」は、勤労者の福祉・生活に関する調査研究活動の一環として、

当協会が2005年度から実施している事業です。勤労者を取り巻く環境の変化に応じて毎

年募集テーマを設定し、幅広い研究者による多様な視点から調査研究を公募・実施する

ことを通じて、広く相互扶助思想の普及を図り、もって勤労者の福祉向上に寄与するこ

とを目的としています。

当協会では研究成果を「公募研究シリーズ」として順次公表しています。

（財）全労済協会
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． はじめに

１．研究の目的・意義

近年、勤労者の多くは労働時間が長くなり家で過ごす時間が減少し、親世代と既婚の子ども世

代の同居が少なくなり、地域における近隣関係が希薄化している (内閣府)。しかしながら、勤労

者が現役を退職し高齢期となり、在宅での医療や介護などのケアを必要とする際には、様々な人々

に支えられ交流を持つことが、その予後や健康水準に大きな影響を及ぼすことが明らかになって

いる（Berkman,Douglas）。

そこで本研究は、現在の高齢者について、家族や近隣の人々とのきずなやつながりの実際を都

市域において調査し、家族や地域とのつながりの数量化を試み、その健康状態や医療・介護ニー

ズ、生活支援ニーズとの関連を明らかにし、人と人のきずなが疎遠になりつつある現在の都市域

における超高齢化時代の地域社会のまちづくりに資するエビデンスを提供することを目的とし

た。特に、地域調査においては、人と人との関わり方を社会関連価値として扱い、また、社会経

済的な生活条件を含む広い生活環境要因を指標化することにより、様々な要因の相関関係を整理

して、家族・地域とのつながりと健康との関係を総合的に評価することに重点を置いたものであ

る。

２．調査の構成

本研究において、地域居住高齢者を対象とする家族・地域とのつながり及び健康状態について

の聞き取り調査、介護サービス・生活支援サービスの利用高齢者の家族および地域の交流関係と

サービス利用についてのケーススタディ調査を実施した。
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． 家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査

１．調査方法

１．１ 対象高齢者の抽出方法

包括的な地域保健プログラムに取り組んでいる東京23区内の１地域、および地方都市の２地域

を合わせた３地域において、それぞれ５名の健康づくり推進員又は保健推進員の協力を得て調査

を行った。対象者は、各健康づくり推進員が調査への協力を依頼し、訪問聞き取り調査への同意

が得られた65歳から74歳の地域住民とし75名とした（高齢者５人×健康づくり推進員５人×３地

域＝75人）。さらに、東日本大震災により被災した２市に居住する高齢者住民10名（健康づくり推

進員を含む５人×２地域＝10人）についても訪問聞き取り調査を行った。調査対象５地域のうち、

１地域においては食生活改善推進員による対象者の選出となった。なお、健康づくり推進員によ

る対象者の抽出条は、通算して10年以上の就業経験がある者とした。

調査対象となった５地域の特性は以下の通りであった（図表１）。

図表１ 「家族・地域とのつながり及び健康状態についての聞き取り調査」対象地域の特性

地理的区分 人口
65歳以上

人口割合
産業別就業者割合 町会・自治会加入世帯割合

地域Ａ 東京都23区内 52.8万人 18.6％ １次産業 0.4％

２次産業 12.4％

３次産業 87.2％

52.2％（2010年）

地域Ｂ 東海地方 8.7万人 18.1％ １次産業 4.9％

２次産業 40.8％

３次産業 51.6％

71.5％（2010年）

地域Ｃ 東海地方 8.1万人 20.7％ １次産業 0.6％

２次産業 34.9％

３次産業 62.9％

68.8％（2009年）

地域Ｄ 東北地方 4.3万人 22.6％ １次産業 10.4％

２次産業 26.9％

３次産業 62.7％

不明

地域Ｅ 東北地方 16.7万人 24.1％ １次産業 10.1％

２次産業 30.4％

３次産業 58.9％

64.0％（2007年）
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１．２ 対面式聞き取り調査における調査項目

協力の同意が得られた対象者と事前に訪問日時について調整の上、調査研究実施者および質問

調査についてのトレーニングを受けた質問者が対象者を訪問し、質問紙票を用いて地域、人との

交流および健康状態について聞き取り調査を行った。

【調査項目】

性別、年齢、同居家族の構成、居住年数、退職年齢、退職前の就業形態、現在と在職中（退職

５年前）の家族・地域とのつながり

［活動単位：日常会話（対面、電話、メール）、日常的行き来、挨拶（対面、手紙、メール）、

食事、祝祭、悩み事の相談、家事の手伝い・身の回りの世話の行き来、有事の連絡］

健康状態：現在の健康状態、こころの健康、要介護認定状況

１．３ 分析方法

調査への協力が得られ、聞き取り調査を終了した全85名について事例分析を行った。また、対

象者の抽出にあった健康づくり推進員のインタビュー調査の結果に基づき、選出理由と対象者の

実態についての照合を行った。

高齢者の家族・親族、居住地の近隣者とのつながりや地縁活動、知人や趣味仲間等との関係に

ついてつきあいの種類、人数、頻度について計測した。家族・親族とのつながりについては、活

動単位のパターンを、家族・親族以外の友人や知人、趣味仲間とのつながりについては、種別の

合計数を算出した。地域とのつながりについては、８つの活動単位について人数分布を計測し、

活動単位種別数の合計を計測し、つながりの数量化を試みた。

家族・親族、友人や知人、趣味仲間、近所の人それぞれとのつながりについて、現在および退

職前の５年間について聞き取りを行い、種別数、人数について変化を測定した。なお、退職を伴

わない自営業、家族従業者や退職後に再就業している者については、現在から５年前との比較と

した。

２．調査結果

２．１ 対象者の基本属性

聞き取り調査の対象者85名のうち、男性42名、女性43名であった。対象者の平均年齢は70.4歳

（男性69.8歳、女性69.6歳）であり、70歳以上74歳以下の高齢者の割合は51.7％であった。地域

別の平均年齢は、地域Ａ69.8歳、地域Ｂ69.6歳、地域Ｃ69.8歳、地域Ｄ70.4歳、地域Ｅ68.8歳で

あった。

対象高齢者の婚姻状況は、未婚者5.8％、現在夫または妻がいる配偶者を有する者68.6％、夫ま

た妻と離婚あるいは死別している者25.6％であった。同居家族の構成については、ひとり暮らし

20.9％、夫婦のみ52.3％、子ども世帯との同居26.8％であった。地域別にみると、最もひとり暮

らしの高齢者が多かったのは地域Ａ24.0％、子ども世帯と同居の割合は地域Ｂが最も高く32.0％

であった。

２．調査結果
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２．２ 現在の就業形態と在職時の働き方

対象者85名のうち東日本大震災による被災者10名を除く75名において、現在の就業者は35名で

あり、そのうち定年等による退職後に就業している高齢者は17名であった。被災者10名のうち１

名が定年等を伴わない就業状態にあった。定年等による退職経験者の退職後経過年数の平均は9.6

年であった。

在職時の雇用形態は、全体では常勤の職員・従業員が最も多く（39.5％）、続いてパート・アル

バイト（18.6％）、契約社員・派遣社員・嘱託（16.3％）となっていた。性別にみると、男性では

常勤の職員・従業員が64.3％、自営業・家族従業員が16.7％を占め、女性ではパート・アルバイ

ト37.2％、契約社員・派遣社員・嘱託が27.9％であった。在職時の労働時間は５時間未満16.5％、

５～７時間20.0％、７～９時間23.5％、９～11時間24.7％、11時間以上が15.3％であった。通勤

時間は、30分未満37.6％、30分～１時間37.6％、１時間以上24.8％であった。女性においては48.8％

が30分未満の通勤時間であり、また男性においては35.7％が１時間以上の通勤時間であった。

２．３ 対象者の属性、家族・地域におけるつながり、健康状態についてのケース描写

図表2 地域Ａに在住する調査対象者の回答内容と推進による抽出理由

属性、地域における住まい方、働き方、家族・地域とのつきあい、

悩みごととその相談相手および現在の健康状態

推進員による

抽出理由

１ 67歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。妻と離別あるいは死別してお

り１人暮らし。

１人暮らしで

あるため

【就業形態】現在も会社経営者・役員の仕事を続けており、５年前の日平

均就業時間は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降、片道通勤

時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】別に住む親族とは、週に１～２回以上電

話やメールでのやり取りがあり、冠婚葬祭時に会う。

【現在の家族以外とのつき合い】家族以外との付き合いは現在働いている

ため、仕事関係の人と週に１～２回以上会っており、また、学生時代の友

人や幼馴と月に１～２回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする人

１～２人、葬儀の手伝いをする人１～２人。町内会・自治会の活動には年

に数回参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】５年前にはなかっ

た学生時代の友人や幼馴染とのやり取りがある。近所で会った時に挨拶を

する人の数が、５年前の11人以上から現在の６～10人に移行。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはほぼない。

【悩み事】「今後の自分の健康状態」「頼れる人がおらず一人きりの暮らし

になること」に該当し、相談できる相手は知人や友人。

２ 66歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。未婚、１人暮らし。

地域のサーク

ル活動に参加

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査
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【就業形態】58歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平

日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間以内。

していること

を知人づてに

【現在の家族親族とのつき合い】別に住む親族とは、週に１～２日会って

会話をし、週３～４日電話やメールでのやり取りがある。冠婚葬祭時に会う。

知っていたた

め

【現在の家族以外とのつき合い】趣味、スポーツなどの仲間と月に１～２

回以上会っている。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、数日の不在時声

をかける１～２人、葬儀の手伝いをする人１～２人。町内会・自治会の活

動には月に１回程度参加、地域の自主的サークル活動に月１回程度参加し

ている。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前にはな

かった地域の自主的サークル活動が加わった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはまったくない。

【悩み事】「現在の自分の病気」「今後の自分の健康状態」に該当し、相談

できる相手は特にいない。

３ 72歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。夫と２人暮らし。

【就業形態】経営者・役員をしており65歳で退職、退職５年前の日平均就

業時間は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間

は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である夫と週に５日以上会話、

食事を共にし、同居外家族とは週３～４日電話やメールでのやり取りがあ

り、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】全項目に当てはまる人なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、数日の不在時声をかける１～２人、葬儀の手伝いをする人３～５

人。町内会・自治会の活動には年に１回程度参加。

挨拶程度のつ

きあいがある

が、長年仕事

で不在の時間

が多く、地域

活動で見かけ

ることが少な

かったため

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前には、

週３～４日であった同居家族との会話、食事の頻度が高くなった。挨拶を

する人、立ち話をする人の数が１～２人から増えた。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】だいたい良い。要支援１。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「家族の病気」「自分の今後の健康状態」「現在の家族の介護や生

活の世話」に該当し、相談できる相手は配偶者、兄弟姉妹。

４ 74歳男性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。妻と離別あるいは死別してお

り子、孫と同居。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平

日の帰宅時間はおおよそ20～22時。片道通勤時間は１時間以内。

【家族親族とのつき合い】同居家族である夫と週に５日以上会話、食事を

共にし、同居外家族とのつきあいはない。

【近所との付き合い】挨拶をする人１～２人程度。
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【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。要介護３。日頃のストレスしばしばあり。

【悩み事】「現在の自分の病気」に該当し、相談できる相手は兄弟姉妹。

５ 68歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

【就業形態】自営業で現在も働いている。５年前の日平均就業時間は９

～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間～１

時間半。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である妻と週に５日以上会話、

週に３～４日食事を共にし、同居外家族とは月１～２回電話やメールでの

やり取りがあり、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

自分の隣人の

知人

【現在の家族以外とのつき合い】仕事関係者と週に１～２回以上会い、学

生時代の友人、趣味スポーツの仲間とつきあいがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康状態」「今後の家族の介護や生活の世話」に

該当し、相談できる相手は配偶者、知人や友人。

６ 69歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。夫と離別あるいは死別し１人

暮らし。

【就業形態】60歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は７～９時間、平

日の帰宅時間はおおよそ19～20時。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】近居家族と週に１～２日メールでのやり

取りがある。親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人や幼馴染と月に１～２回以上の電話

やメールのやり取りあり。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする６～10人程度以外の日頃のつきあ

いはない。町内会・自治会の活動には年に１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前には、

同居家族との会話、食事が週に３～４日程度あり、その後夫と離死別し同

居近居家族との対面の会話、食事が無くなったとみられる。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「経済的なこと」「今後の自分の健康状態」相談できる相手は特

にいない。

夫の死別後、

１人暮らしに

なっているの

を知っていた

ため

７ 72歳男性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。３世帯同居。

【就業形態】60歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は11時間以上、平

日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間～１時間半。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と週に５日以上会話および食

対象者の家族

とは挨拶程度

のつきあいが

あるが、対象

者本人はたま

事、１～２日外出を共にし、同居外家族とは週３～４日電話やメールでの に見かける
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やり取りがあり、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。 が、近所づき

【現在の家族以外とのつき合い】すべての項目において該当者なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人１～２人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前には、

週３～４日であった同居家族との会話、食事の頻度が高くなった。挨拶を

する人、３～５人から減り、立ち話をする人の数が１～２人から「いない」

になった。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」に該当し、相談できる相手は特にいない。

あいがどの程

度あるか不明

だったため

８ 73歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。夫と２人暮らし。

【就業形態】日に５～７時間未満のパート・アルバイトを60歳で退職、退

職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時

以降。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である夫と週に５日以上会話、

食事を共にし、同居外家族とは月１～２日電話やメールでのやり取りがあ

り、親族とはつきあいがない。

自治体の活動

で 知って お

り、近所づき

あいの程度と

して標準的で

あると考えた

ため

【現在の家族以外とのつき合い】子どもを通じての知人と月に１～２回以

上のやりとりがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、数日の不在時声をかける１～２人、葬儀の手伝いをする人１～２

人。町内会・自治会の活動には年に１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前から、

立ち話をする人が減った。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「経済的なこと」「住居の居住環境」「自分の病気」「今後の家族

の介護や生活の世話」に該当し、相談できる相手は配偶者、兄弟姉妹。

９ 68歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

夫婦でハイキ

ングに出かけ

【就業形態】65歳で退職後、嘱託で就業している。退職５年前の日平均就 たり、ボラン

業時間は11時間以上、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間

は１時間～１時間半。

ティア活動に

従事するな

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である妻と週に３～４日食事を

共にし、週に１～２日共に外出している。同居外家族との日常のやり取り

はなく、親族とは冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職場、友人、子どもを通じての知人、趣

味スポーツなどの仲間と月に１～２回以上やり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域で活動するボランティアに月１回程度参加。

ど、活動的で

あることを、

間接的に知っ

ていたため

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人数は
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変わらず、立ち話が無しから増えた。ボランティア活動、趣味スポーツ仲

間とのやり取りが加わった。

【外出頻度】毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」「今後の家族の介護や生活の世話」に該当

し、相談できる相手は特になし。

10 71歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

【就業形態】55歳で退職後、嘱託で就業している。退職５年前の日平均就

業時間は11時間以上、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間

は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である妻と週に５日以上会話、

食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回電話やメールのやり取

りをしており、親族とは冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者および友人と月に１～２回の

やり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人が１

～２人から増えた。

【外出頻度】週に２～３回。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「現在自分の病気」「家族の介護や生活の世話」「頼れる人がおら

ず一人きりの生活になること」に該当し、相談できる相手は特になし。

11 70歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。妻と離死別、１人暮らし。

１人暮らしで

居宅介護サー

【就業形態】60歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は７～９時間、平

日の帰宅時間はおおよそ20～22時。片道通勤時間は１時間以内。

ビスを受けて

いる様子であ

【現在の家族親族とのつき合い】近居家族と週に１～２日以上会話、食事

を共にし、月１～２日電話やメールでのやり取りがあり、親族とは正月や

り、気になっ

た

お盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】全項目に当てはまる人なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、数日の不在時声

をかける１～２人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前にあっ

た職場関係者、趣味スポーツなどの仲間とのつきあいが無くなった。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。要介護２。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「現在自分の病気」に該当し、相談できる相手は子ども。

12 70歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と離死別、１人暮らし。

１人暮らしで

気になったた

【就業形態】60歳で退職後、派遣社員・嘱託で就業している退職５年前の め
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日平均就業時間は11時間以上、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道

通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居・近居家族と行動を共にすることは

１週間の単位では無く、別に住む家族親族と週に１～２回以上、電話やメー

ルでのやり取り、冠婚葬祭の際に会うつきあいがある。

【現在の家族以外とのつき合い】全項目に該当なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、数日の不在時声

をかける１～２人、地域についての相談・協力１～２人、おすそわけ１～２

人、葬儀の出席１～２人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前にあっ

た職場関係者、友人とのつきあいが無くなった。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】だいたい良い。要支援１。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】特にない、相談できる相手は兄弟姉妹。

13 69歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。未婚１人暮らし。

【就業形態】55歳で退職した。退職５年前の日平均就業時間は11時間以上、

平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は30分以内。

１人暮らしで

気になったた

め

【現在の家族親族とのつき合い】同居外家族とは月に１～２回電話やメー

ルのやり取り、冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者、友人、趣味・スポーツなど

の仲間と月に１～２回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人が３

～５人から増えた。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」「頼れる人がおらず一人きりの生活になる

こと」に該当し、相談できる相手は知人友人。

14 67歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。夫と２人暮らし。

【就業形態】65歳で退職後、現在はパート勤務。退職５年前の日平均就業

時間は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ20～22時。片道通勤時間は

30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事を

共にしている。同居外家族とは月に１～２回電話やメールのやり取り、年

中行事、冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者、友人、子どもを通じて知人

と月に１～２回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席３～５人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人が３
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～５人から増えた。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「家族の病気」「頼れる人がおらず一人きりの生活になること」

に該当し、相談できる相手は子ども、知人友人。

15 68歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５年未満。夫と２人暮らし。

【就業形態】50歳で退職後、現在はパート・アルバイト勤務。退職５年前

の日平均就業時間は５時間未満、平日の帰宅時間は18時以前。片道通勤時

間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事、

週１～２日の外出を共にし、週１～２回メールでのやり取りをしている。

同居外家族との親族の付き合いはない。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者、友人、趣味仲間と月に１～２

回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席１～２人。町内会・

自治会および地域で活動するボランティアに月１回程度参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】居住地域が当時と

は異なるが、ボランティア活動が加わった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスなし。

【悩み事】「現在の家族の病気」に該当し、相談できる相手は子ども、知人

友人。

16 71歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は11時間以上、平

日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である妻と週に５日以上会話、

食事を共にしている。同居外家族とはやり取りはなく、親族とは冠婚葬祭

の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】かつての職場関係者、友人、趣味仲間と

月に１～２回のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人数が

増え、趣味仲間とのやり取りが加わった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはまったくない。

【悩み事】「家族の介護や生活の世話」に該当し、相談できる相手は特にな

し。

17 72歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

10

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査

全労済協会公募研究シリーズ29



【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は11時間以上、平

日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間～１時間半。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である妻と週に５日以上会話、

食事を共にしている。同居外家族とはやり取りはなく、親族とは冠婚葬祭

の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】かつての職場関係者、友人、趣味仲間と

月に１～２回のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人数が

増え、趣味仲間とのやり取りが加わった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはまったくない。

【悩み事】「家族の介護や生活の世話」に該当し、相談できる相手は特にな

し。

18 69歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。妻と２人暮らし。

【就業形態】55歳で退職後、嘱託の形態で現在も働いている。退職５年前

の日平均就業時間は５～７時間以上、平日の帰宅時間は18～19時。片道通

勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である妻と週３～４日以上会

話、食事を共にしている。同居外家族とやり取りはなく、親族とは冠婚葬

祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者、友人と月に１～２回のやり

取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはまったくない。

【悩み事】「家族の介護や生活の世話」に該当し、相談できる相手は配偶者。

19 68歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。夫と離死別、親と同居。

高齢の母親と

２人暮らし

【就業形態】嘱託で就業している。５年前の日平均就業時間は５時間未満、

平日の帰宅時間はおおよそ18時以前。片道通勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事を

共にしている。同居外家族とは月に１～２回電話やメールのやり取りをし

ており、親族との付き合いはない。

【現在の家族以外とのつき合い】該当なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほとんど毎日。
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【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはしばしばあり。

【悩み事】「自分の病気」「家族の介護や生活の世話」「頼れる人がおらず一

人きりの生活になること」に該当し、相談できる相手は特になし。

20 70歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上、３世帯同居。

【就業形態】60歳で退職、退職前５年間の平均就業時間は５時間未満、平

日の帰宅時間はおおよそ18時以前。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事を

共にしている。親族とは年中行事、冠婚葬祭で会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】該当なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人、お茶や食事を共にす

る１～２人、おすそわけ１～２人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人数が

減り、立ち話をする人がいなくなった、参加していた地縁活動が無くなった。

【外出頻度】週に１回程度。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにある。要介護２。

【悩み事】「現在の自分の病気」に該当し、相談できる相手は子ども。

21 70歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。夫と２人暮らし。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は７～９時間、平

日の帰宅時間はおおよそ19～20時。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

～４日食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回会い、年中行事、

冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人と月に１～２回以上のやり取りがあ

る。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席１～２人、年に１

回程度自治会活動に参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人が３

～５人から増えた。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の家族の健康」「頼れる人がおらず一人きりの生活になる

こと」に該当し、相談できる相手は、兄弟姉妹。

22 74歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。夫と離死別、子世帯と同居。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は７～９時間、平

日の帰宅時間はおおよそ18～19時。片道通勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事を

共にしている。同居外家族とは冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人と月に１～２回以上のやり取りがあ

る。

12
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【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】週に２～３回。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」「今後の家族の健康」に該当し、相談でき

る相手は、兄弟姉妹。

23 68歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。夫と２人暮らし。

【就業形態】60歳で退職し現在はパート・アルバイトをしている。退職５

年前の日平均就業時間は５時間未満、平日の帰宅時間は18時以前、片道通

勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週３～４日会話、週１

～２日食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回会い、親族とは

月に１～２回連絡を取り、年中行事、冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人と週に１～２回以上のやり取りがあ

る。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席１～２人、年に１

回程度自治会活動に参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】近所の１～２人と

お茶や食事をするがなくなった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「家族の病気」「頼れる人がおらず一人きりの生活になること」

に該当し、相談できる相手は、兄弟姉妹。

24 69歳男性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。妻と離死別、子ども世帯と同居。

【就業形態】60歳で退職後、契約嘱託の形で働いている。退職５年前の日

平均就業時間は７～９時間、平日の帰宅時間はおおよそ19～20時。片道通

勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

～４日食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回会い、年中行事、

冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者、友人と月に１～２回以上の

やり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人１～２人程度。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】悩み事なし、相談できる相手は特にいない。

25 70歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

地域内で自営

業をしてお
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【就業形態】退職なく現在まで自営業で働いている。退職５年前の日平均

就業時間は７～９時間、平日の帰宅時間はおおよそ18～19時。片道通勤時

間は30分以内。

り、つながり

が豊富と考え

られたため

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

～４日食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回会い、年中行事、

冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者、近所の人、友人と月に１～２

回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人、地域の生活について

相談・協力する６～10人、家族ぐるみのつき合いがある３～５人、葬儀へ

の出席３～５人。月に１回程度自治会及び商工会等の活動に参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】悩み事なし、相談できる相手は配偶者、兄弟姉妹。

図表３ 地域Ｂに在住する調査対象者の特性と推進による抽出理由

属性、地域における住まい方、働き方、家族・地域とのつきあい、

悩みごととその相談相手および現在の健康状態

推進員による

抽出理由

１ 71歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

【就業形態】自営家族就業の仕事を続けており、５年前の日平均就業時間

は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ19～20時、片道通勤時間は30分

以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

～４日食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回会い、年中行事、

冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】近所の人、友人と月に１～２回以上のや

り取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人、地域の生活について

相談・協力する６～10人、家族ぐるみのつき合いがある３～５人、葬儀へ

の出席３～５人。月に１回程度自治会活動に参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」相談できる相手は配偶者、兄弟姉妹。

地域の標準的

な地域とのか

かわり

２ 71歳男性 隣人

【居住形態】現在地での居住年数５年未満。妻と２人暮らし。

【就業形態】59歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平

日の帰宅時間はおおよそ18～19時、片道通勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査
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～４日食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回会い、親族とは

ここ数年連絡を取っていない。

【現在の家族以外とのつき合い】友人、趣味仲間と月に１～２回以上のや

り取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人、立ち話をする３～５

人、月に１回程度自治会活動に参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】週に２～３回。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の家族の健康」相談できる相手は知人友人。

３ 73歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。３世帯同居。

【就業形態】65歳でパート・アルバイトを退職、退職５年前の日平均就業

時間は５時間未満、平日の帰宅時間はおおよそ18時以前。片道通勤時間は

30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と週に５日以上会話、食事を共

にし、同居外家族とは月に１～２回電話やメールでのやり取りがあり、親

族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】全項目に当てはまる人なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、お茶や食事をする１～２人、おすそわけ１～２人、葬儀の手伝い

をする人３～５人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前には、

地縁活動に参加していた。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。要介護１。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「自分の今後の健康状態」「現在の家族の介護や生活の世話」に

該当し、相談できる相手は、兄弟姉妹。

対象者の家族

とのやり取り

があるが、対

象者自身を見

かける機会が

減っている感

があるため

４ 68歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５年未満。妻と２人暮らし。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は７～９時間、平

日の帰宅時間はおおよそ19～20時。片道通勤時間は１時間以内。

【家族親族とのつき合い】同居家族である夫と週に５日以上会話、食事を

共にし、週に１～２回共に外出する。友人知人と月に１回以上のやり取り

がある。

【近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度。町内会活動に月１回程

度参加。

【外出頻度】週に２～３日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスなし。

【悩み事】「今後の自分の健康」「居住環境」に該当し、相談できる相手は

配偶者。

地域とのつな

がりは標準的

な例と考えら

れた、また居

住年数の比較

的短い例とし

て抽出した

５ 66歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。夫と離死別し１人暮らし。

１人暮らしで

あるが、適度

２．調査結果
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【就業形態】パート・アルバイトをして現在も働いている。５年前の日平

均就業時間は５～７時間、平日の帰宅時間はおおよそ18時以前。片道通勤

時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】近居家族と月１～２回電話やメールでの

やり取りがあり、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】仕事関係者と週に１～２回以上会い、趣

味スポーツの仲間と月１回以上のつきあいがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人、立ち話をする３～５

人、数日家を空ける際に声をかける１～２人、地域の生活について相談・

協力する１～２人、おすそわけ１～２人、葬儀の出席３～５人、町内会活

動および地縁活動に月１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】週に２～３回。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康状態」相談できる相手は兄弟姉妹。

な地域とのか

かわりを持っ

ている感があ

るため

６ 67歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。妻と離別あるいは死別し１人

暮らし。

【就業形態】60歳で退職後、嘱託で働いている、退職５年前の日平均就業

時間は11時間以上、平日の帰宅時間はおおよそ20～22時。片道通勤時間は

１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】近居家族と月に１～２回会う、週に１

～２回電話メールでのやり取りがある。親族とは月に１～２回以上会い、

正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】以前の職場関係者、友人や幼馴染、月に

１～２回以上の電話やメールのやり取りあり。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする６～10人、立ち話をする１～２人、

不在時に声をかける１～２人、町内会・自治会の活動には年に１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前には、

同居家族との会話、食事が週に３～４日程度あった。挨拶をする人が増え、

町内会活動が加わった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「経済的なこと」「今後の自分の健康状態」相談できる相手は特

にいない。

男性の１人暮

であり、地域

とのつきあい

が薄い例に該

当する可能性

を考慮したた

め

７ 68歳男性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。３世帯同居。

【就業形態】会社の経営をしている、退職５年前の日平均就業時間は11時

対象者の家族

とは挨拶程度

のつきあいが

間以上、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と週に５日以上会話および食

事、１～２日外出を共にし、同居外家族とは週３～４日電話やメールでの

やり取りがあり、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者週１～２回会い、友人、趣味

あるが、対象

者本人はたま

に見かける

が、近所づき

あいがどの程

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査
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仲間と月に１～２回会う。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度以外の付き合いは

なし。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」に該当し、相談できる相手は特にいない。

度あるか不明

だったため

８ 69歳男性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。妻と離死別し１人暮らし。

【就業形態】65歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平

日の帰宅時間はおおよそ20～22時以降。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】近居家族および同居外家族とは月１～２

日電話やメールでのやり取りがあり、ほかの親族とは付き合いがない。

【現在の家族以外とのつき合い】学生時代の友人と月に１～２回以上のや

りとりがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、立ち話をする１

～２人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「経済的なこと」「住居の居住環境」「自分の病気」に該当し、相

談できる相手はなし。

１人暮らしで

あり、地域と

のつながりが

薄い可能性を

考慮したため

９ 72歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。夫と２人暮らし。

【就業形態】65歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は５～７時間、平

日の帰宅時間はおおよそ18時以前。片道通勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である夫と会話、食事を共にし、

週に１～２日共に外出している。同居外家族との日常のやり取りはなく、

親族とは冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】地域の人、友人、子どもを通じての知人、

趣味スポーツなどの仲間と月に１～２回以上やり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、不在時に声をかける１～２人、共にお茶や食事をする１～２人、

おすそわけ１～２人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】月１回程度の地縁

活動がなくなった。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の家族の介護や生活の世話」に該当し、相談できる相手は

子ども、配偶者。

10 71歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。夫、子ども世帯と同居。
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【就業形態】55歳で嘱託派遣社員の仕事を退職。退職５年前の日平均就業

時間は５～７時間以上、平日の帰宅時間はおおよそ18時以前。片道通勤時

間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と週に５日以上会話、食事を共

にしている。同居外家族とは月に１～２回電話やメールのやり取りをして

おり、親族とは冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】知人友人と月に１～２回のやり取りがあ

る。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人、立ち話をする人１

～２人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】立ち話ををする人

が３～６人から減った。地縁活動への参加が無くなった。

【外出頻度】週に１回程度。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「現在自分の病気」に該当し、相談できる相手は配偶者、兄弟姉

妹。

11 71歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

【就業形態】58歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平

日の帰宅時間はおおよそ20～22時。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と週５日以上会話、食事を共に

し近居家族と週に１～２日以上会話、食事を共にし、月１～２日電話やメー

ルでのやり取りがあり、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあ

い。

【現在の家族以外とのつき合い】近所の人、友人と月に１～２回以上会い、

趣味仲間と月に１～２回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前にあっ

た町内会活動、地縁活動への参加がなくなった。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。要支援１。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「現在自分の病気」に該当し、相談できる相手は配偶者。

12 71歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

【就業形態】65歳で退職後、派遣社員・嘱託で就業している退職５年前の

日平均就業時間は９～11時間以上、平日の帰宅時間はおおよそ20～22時。

片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と会話食事をし、別に住む家族

親族と月に１～２回以上、電話やメールでのやり取り、冠婚葬祭の際に会

うつきあいがある。

【現在の家族以外とのつき合い】近所の人と週に１～２回、趣味仲間と月

に１～２回会う。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、地域についての

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査
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相談・協力１～２人、町内会活動、地域のサークル活動に月１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】サークル活動が加

わった。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはない。

【悩み事】「今後の家族の健康」「一人で暮らすことになること」相談でき

る相手は配偶者、兄弟姉妹。

13 69歳男性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。妻と離死別し１人暮らし。

【就業形態】65歳で退職した。退職５年前の日平均就業時間は７～９時間

以上、平日の帰宅時間はおおよそ19～20時以降。片道通勤時間は30分以内。

１人暮らしで

気になったた

め

【現在の家族親族とのつき合い】同居外家族とは月に１～２回電話やメー

ルのやり取り、親族と年中行事、冠婚葬祭時に会うつきあい

【現在の家族以外とのつき合い】以前の職場関係者、友人、趣味・スポー

ツなどの仲間と月に１～２回以上のやり取りがある

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、不在時に声をかける１～２人、地域についての相談協力１～２人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人が３

～５人から増えた。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」「頼れる人がおらず一人きりの生活になる

こと」に該当し、相談できる相手は知人友人。

14 66歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年以上。夫と離死別１人暮らし。

【就業形態】65歳で退職後、現在はパート勤務。退職５年前の日平均就業

時間は５時間未満、平日の帰宅時間はおおよそ18時以前。片道通勤時間は

30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】近居家族と週１～２日以上会話、食事を

共にしている。親族とは年中行事、冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職友人、子どもを通じて知人と月に１

～２回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席３～５人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人が３

～５人から増えた。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の建国」「頼れる人がおらず一人きりの生活になる

こと」に該当し、相談できる相手は子ども、知人友人。

15 66歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。夫と２人暮らし。
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【就業形態】50歳で退職後、現在はパート・アルバイト勤務。退職５年前

の日平均就業時間は５時間未満、平日の帰宅時間は18時以前。片道通勤時

間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事、

週１～２日の外出を共にし、週１～２回メールでのやり取りをしている。

親族とは年中行事、冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】近所の人、友人と月に１～２回以上のや

り取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする１

～２人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席１～２人。町内会・

自治会および地縁活動に月１回程度参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスなし。

【悩み事】「現在の家族の病気」に該当し、相談できる相手は子ども、知人

友人。

16 71歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は11時間以上、平

日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である妻と週に５日以上会話、

食事を共にしている。同居外家族とはやり取りはなく、親族とは冠婚葬祭

の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】かつての職場関係者、友人、趣味仲間と

月に１～２回のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人、地域環境について相

談協力する人１～２人程度。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】趣味仲間とのやり

取りが加わった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはまったくない。

【悩み事】「今後の家族の介護や生活の世話」に該当し、相談できる相手は

特になし。

17 69歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。子ども世帯と同居妻と離死別。

【就業形態】派遣嘱託社員。退職５年前の日平均就業時間は９～11時間以

上、平日の帰宅時間はおおよそ20～22時。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と週に５日以上会話、食事を共

にしている。同居外家族とはやり取りはなく、親族とは冠婚葬祭の際に会

うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】近所の人と月に１～２回会う。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人、立ち話をする人１

～２人、町内会・地縁活動に月１回程度参加。
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【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】地縁活動への参加

とのやり取りが加わった。

【外出頻度】週に２～３回。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはしばしばある。

【悩み事】「自分の今後の健康」に該当し、相談できる相手は特になし。

18 69歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。３世帯同居。

【就業形態】自営・家族従業者。退職５年前の日平均就業時間は９～11時

間以上、平日の帰宅時間は18～19時。片道通勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と週５日以上会話、食事を共に

している。同居外家族とやり取りはなく、親族とは冠婚葬祭の際に会うつ

きあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人と月に１～２回のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、町内会活動年に

１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】週に１～２回。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにある。

【悩み事】「今後家族の介護や生活の世話」に該当し、相談できる相手は配

偶者、子ども。

19 73歳男性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。妻と２人暮らし。

【就業形態】65歳で退職。５年前の日平均就業時間は５時間未満、平日の

帰宅時間はおおよそ18時以前。片道通勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事を

共にしている。同居外家族とは月に１～２回電話やメールのやり取りをし

ており、親族との付き合いはない。

【現在の家族以外とのつき合い】該当なし。

夫婦のみ世帯

の例として抽

出、地域との

つながりは標

準から少なめ

の印象

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほとんど毎日。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはしばしばあり。

【悩み事】「自分の病気」「家族の介護や生活の世話」「頼れる人がおらず一

人きりの生活になること」に該当し、相談できる相手は友人。

20 74歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上、３世帯同居。

【就業形態】60歳で退職、退職前５年間の平均就業時間は５時間未満、平

日の帰宅時間はおおよそ18時以前。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事を

共にしている。親族とは年中行事、冠婚葬祭で会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】該当なし。

３世帯の例と

して抽出
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【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人、お茶や食事を共にす

る１～２人、おすそわけ１～２人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人数が

減り、立ち話をする人がいなくなった、参加していた地縁活動が無くなっ

た。

【外出頻度】週に１回程度。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにある。要介護２。

【悩み事】「現在の自分の病気」に該当し、相談できる相手は子ども。

21 68歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。夫と２人暮らし。

【就業形態】55歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は５～７時間、平

日の帰宅時間はおおよそ19～20時。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

～４日食事を共にしている。親族とは年中行事、冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】近所の人と週に１～２回以上会い、友人

と月に１～２回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席１～２人、年に１

回程度自治会活動及び地縁活動、市民活動に参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人が３

～５人から増え、市民活動が加わった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはほとんどない。

【悩み事】「今後の家族の健康」「頼れる人がおらず一人きりの生活になる

こと」に該当し、相談できる相手は、配偶者。

22 68歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。夫と２人暮らし。

【就業形態】62歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は５時間未満、平

日の帰宅時間はおおよそ18時以前。片道通勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、３～４

回食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回会い、年中行事、冠

婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】該当なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、立ち話をする人

１～２人、不在時に声をかける１～２人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】週に２～３回。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」「今後の家族の健康」に該当し、相談でき

る相手は、配偶者。

23 71歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。夫と２人暮らし。

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査
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【就業形態】60歳で退職し現在はパート・アルバイトをしている。退職５

年前の日平均就業時間は５時間未満、平日の帰宅時間は18時以前、片道通

勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、３～４

日食事、週１～２日外出を共にしている。親族とは月に１～２回連絡を取

る。

【現在の家族以外とのつき合い】友人と週に１～２回以上のやり取りがあ

る。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席１～２人、年に１

回程度自治会活動に参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】近所の１～２人と

お茶や食事をするがなくなった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「家族の病気」「頼れる人がおらず一人きりの生活になること」

に該当し、相談できる相手は、兄弟姉妹。

24 71歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。妻と離死別、子ども世帯と同

居。

【就業形態】65歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平

日の帰宅時間はおおよそ19～20時。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

～４日食事を共にしている。年中行事、冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】以前の職場関係者、友人と月に１～２回

以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人１～２人程度。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人が

減った。

【外出頻度】週に２～３回。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」相談できる相手は特にいない。

25 74歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年以上。夫と２人暮らし。

【就業形態】58歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は７～９時間、平

日の帰宅時間はおおよそ18～19時。片道通勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

～４日食事を共にしている。親族とは年中行事、冠婚葬祭時に会うつきあ

い。

【現在の家族以外とのつき合い】近所の人、友人と月に１～２回以上のや

り取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人、地域の生活について

相談・協力する１～２人、おすそわけ１～２人、葬儀への出席３～５人。
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【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】地縁活動への参加

が無くなった。

【外出頻度】週に３～４日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「現在の家族の病気」相談できる相手は、兄弟姉妹。

図表４ 地域Ｃに住する調査対象者の特性と推進による抽出理由

属性、地域における住まい方、働き方、家族・地域とのつきあい、

悩みごととその相談相手および現在の健康状態

推進員による

抽出理由

１ 72歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年、夫と離別あるいは死別してお

り１人暮らし。

１人暮らしで

あるため

【就業形態】55歳でパート・アルバイトを退職、５年前の日平均就業時間

は７～９時間、平日の帰宅時間はおおよそ17時以降、片道通勤時間は30分

以内。

【現在の家族親族とのつき合い】別に住む親族とは、週に１～２回以上電

話やメールでのやり取りがあり、冠婚葬祭時に会う。

【現在の家族以外とのつき合い】友人や幼馴染と月に１～２回以上のやり

取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、立ち話をする人

１～２人、葬儀の手伝いをする人１～２人。町内会・自治会の活動には年

に数回参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】週に２～３回。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはときどきある。

【悩み事】「今後の自分の健康状態」「頼れる人がおらず一人きりの暮らし

になること」に該当し、相談できる相手は知人や友人、兄弟姉妹。

２ 72歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上、夫と２人暮らし。

【就業形態】自営家族従業員、退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、

平日の帰宅時間はおおよそ18時前。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

～４日食事を共にしている。別に住む親族とは、週に１～２日電話やメー

ルでのやり取りがある。親族には冠婚葬祭時に会う。

【現在の家族以外とのつき合い】趣味、スポーツなどの仲間と月に１～２

回以上会っている。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、数日の不在時声

をかける１～２人、葬儀の手伝いをする人３～５人。町内会・自治会の活

動には月に１回程度参加、地域の自主的サークル活動に月１回程度参加し

ている。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査
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【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにある。

【悩み事】「現在の自分の病気」「今後の自分の健康状態」に該当し、相談

できる相手は特にいない。

３ 72歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。夫と２人暮らし。

【就業形態】経営者・役員をしており65歳で退職、退職５年前の日平均就

業時間は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間

は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である夫と週に５日以上会話、

食事を共にし、同居外家族とは週３～４日電話やメールでのやり取りがあ

り、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】全項目に当てはまる人なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、数日の不在時声をかける１～２人、葬儀の手伝いをする人３～５

人。町内会・自治会の活動には年に１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前には、

週３～４日であった同居家族との会話、食事の頻度が高くなった。挨拶を

する人、立ち話をする人の数が１～２人から増えた。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】だいたい良い。要支援１。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「家族の病気」「自分の今後の健康状態」「現在の家族の介護や生

活の世話」に該当し、相談できる相手は配偶者、兄弟姉妹。

４ 68歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。夫と２人暮らし。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平

日の帰宅時間はおおよそ20～22時。片道通勤時間は１時間以内。

【家族親族とのつき合い】同居家族である夫と週に５日以上会話、食事を

共にし、同居外家族とのつきあいはない。

【近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。要介護３。日頃のストレスしばしばあり。

【悩み事】「現在の自分の病気」に該当し、相談できる相手は兄弟姉妹。

５ 71歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５年未満。未婚１人暮らし。

【就業形態】65歳で退職後、嘱託勤務。５年前の日平均就業時間は９～11

時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。１時間～１時間半。

【現在の家族親族とのつき合い】親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会

うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】仕事関係者と週に１～２回以上会い、学

生時代の友人、趣味スポーツの仲間とつきあいがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度。年に１回程度町

未婚男性の１

人暮らしであ

り、つながり

の関係が他と

異なると予想

したため

２．調査結果
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内会活動に参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康状態」に該当し、相談できる相手は、知人や

友人。

６ 71歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。夫と離別あるいは死別し１人

暮らし。

【就業形態】60歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は７～９時間、平

日の帰宅時間はおおよそ19～20時。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】近居家族と週に１～２日メールでのやり

取りがある。親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人や幼馴染と月に１～２回以上の電話

やメールのやり取りあり。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする６～10人程度以外の日頃のつきあ

いはない。町内会・自治会の活動には年に１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前には、

同居家族との会話、食事が週に３～４日程度あり、その後夫と離死別し同

居近居家族との対面の会話、食事が無くなったとみられる。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「経済的なこと」「今後の自分の健康状態」相談できる相手は特

にいない。

７ 72歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。３世帯同居。

【就業形態】60歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は11時間以上、平

日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間～１時間半。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と週に５日以上会話および食

事、１～２日外出を共にし、同居外家族とは週３～４日電話やメールでの

やり取りがあり、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】すべての項目において該当者なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人１～２人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前には、

週３～４日であった同居家族との会話、食事の頻度が高くなった。挨拶を

する人、３～５人から減り、立ち話をする人の数が１～２人から「いない」

になった。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」に該当し、相談できる相手は特にいない。

８ 68歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５年未満。子世帯との同居。

近所づきあい

の程度として

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査
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【就業形態】日に５～７時間未満のパート・アルバイトを60歳で退職、退

職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時

以降。片道通勤時間は１時間以内。

標準的である

と考えたため

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と週に５日以上会話、食事を共

にし、同居外家族とは月１～２日電話やメールでのやり取りがあり、親族

とは年中行事に会う。

【現在の家族以外とのつき合い】子どもを通じての知人と月に１～２回以

上のやりとりがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、数日の不在時声をかける１～２人、葬儀の手伝いをする人１～２

人。町内会・自治会の活動には年に１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前から、

立ち話をする人が増えた。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「経済的なこと」「住居の居住環境」「自分の病気」「今後の家族

の介護や生活の世話」に該当し、相談できる相手は配偶者、兄弟姉妹。

９ 66歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５年未満。夫と２人暮らし。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は７～９時間以上、

平日の帰宅時間はおおよそ19～20時以降。片道通勤時間は１時間以内。

標準的

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と週に３～４日食事を共にし、

週に１～２日共に外出している。同居外家族との日常のやり取りはなく、

親族とは冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人、子どもを通じての知人、趣味スポー

ツなどの仲間と月に１～２回以上やり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、立ち話をする１

～２人、おすそわけ１～２人、町内会、地縁活動に月１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】地縁活動が加わっ

た。

【外出頻度】毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」「今後の家族の介護や生活の世話」に該当

し、相談できる相手は特になし。

10 66歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。夫、夫の兄弟と同居。

【就業形態】55歳で退職後、嘱託で就業している。退職５年前の日平均就

業時間は５時間未満、平日の帰宅時間はおおよそ18時以前。片道通勤時間

は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族と週に５日以上会話、食事を共

にしている。同居外家族とは月に１～２回電話やメールのやり取りをして

おり、親族とは冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人と月に１～２回のやり取りがある。
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【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、町内会活動に年

に１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】週に２～３回。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」「今後の家族の健康」「家族の介護や生活の

世話」「頼れる人がおらず一人きりの生活になること」に該当し、相談でき

る相手は特になし。

11 66歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。妻と離死別、１人暮らし。

【就業形態】60歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は７～９時間、平

日の帰宅時間はおおよそ20～22時。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】近居家族と週に１～２日以上会話、食事

を共にし、月１～２日電話やメールでのやり取りがあり、親族とは正月や

お盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】全項目に当てはまる人なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】友人とのやりとり

が無くなった。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。要介護１。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「現在自分の病気」に該当し、相談できる相手は特になし。

12 68歳男性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。未婚１人暮らし。

【就業形態】57歳で退職後、派遣社員・嘱託で就業している退職５年前の

日平均就業時間は11時間以上、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道

通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】別に住む家族親族と週に１～２回以上、

電話やメールでのやり取り、冠婚葬祭の際に会うつきあいがある。

【現在の家族以外とのつき合い】以前の職場関係者、知人、趣味の仲間と

月に１～２回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、不在時声をかけ

る１～２人、地域についての相談・協力１～２人。

１人暮らしで

気になったた

め

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】不在時声をかける

ようになり、以前の職場、趣味仲間とのやり取りが加わった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」相談できる相手は特にいない。

13 68歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。夫、子どもと同居。

【就業形態】55歳で退職した。退職５年前の日平均就業時間は11時間以上、

平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は30分以内。

１人暮らしで

気になったた

め

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査

28

全労済協会公募研究シリーズ29



【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３～４

日食事を共にしている。親族とは年中行事、冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人、子どもを通じての知人、趣味・ス

ポーツなどの仲間と月に１～２回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、町内会活動、地縁活動に年に

１回以上参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人が３

～５人から増えた。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」「頼れる人がおらず一人きりの生活になる

こと」「子どもの将来」に該当し、相談できる相手は知人友人。

14 72歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。夫と２人暮らし。

【就業形態】65歳で退職後、現在はパート勤務。退職５年前の日平均就業

時間は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ20～22時。片道通勤時間は

30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事を

共にしている。同居外家族とは月に１～２回電話やメールのやり取り、年

中行事、冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人、子どもを通じて知人と月に１～２

回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席３～５人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人が３

～５人から増えた。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「家族の病気」「頼れる人がおらず一人きりの生活になること」

に該当し、相談できる相手は子ども、知人友人。

15 66歳女性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。夫と２人暮らし。

【就業形態】55歳で退職後、現在はパート・アルバイト勤務。退職５年前

の日平均就業時間は５時間未満、平日の帰宅時間は18時以前。片道通勤時

間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事、

週１～２日の外出を共にし、週１～２回メールでのやり取りをしている。

同居外家族との親族の付き合いはない。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者、友人、趣味仲間と月に１～２

回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席１～２人。町内会・
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自治会および地域で活動するボランティアに月１回程度参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】居住地域が当時と

は異なるが、ボランティア活動が加わった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスなし。

【悩み事】「現在の家族の病気」に該当し、相談できる相手は子ども、知人

友人。

16 71歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

【就業形態】63歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は11時間以上、平

日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である妻と週に５日以上会話、

食事を共にしている。同居外家族とはやり取りはなく、親族とは冠婚葬祭

の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】かつての職場関係者、友人、趣味仲間と

月に１～２回のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】趣味仲間とのやり

取りが加わった。

【外出頻度】週に２～３回。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはまったくない。

【悩み事】「今後の家族の介護や生活の世話」に該当し、相談できる相手は

特になし。

17 73歳男性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。妻と２人暮らし。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は11時間以上、平

日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間～１時間。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である妻と週に５日以上会話、

食事を共にしている。同居外家族とはやり取りはなく、親族とは冠婚葬祭

の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】かつての職場関係者、友人、趣味仲間と

月に１～２回のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人数が

増え、趣味仲間とのやり取りが加わった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはまったくない。

【悩み事】「家族の介護や生活の世話」に該当し、相談できる相手は特にな

し。

18 70歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査
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【就業形態】55歳で退職後、嘱託の形態で現在も働いている。退職５年前

の日平均就業時間は５～７時間以上、平日の帰宅時間は18～19時。片道通

勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である妻と週３～４日以上会

話、食事を共にしている。同居外家族とやり取りはなく、親族とは冠婚葬

祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者、友人と月に１～２回のやり

取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはまったくない。

【悩み事】「家族の介護や生活の世話」に該当し、相談できる相手は配偶者。

19 69歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。夫と離死別、親と同居。

【就業形態】嘱託で就業している。５年前の日平均就業時間は５時間未満、

平日の帰宅時間はおおよそ18時以前。片道通勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事を

共にしている。同居外家族とは月に１～２回電話やメールのやり取りをし

ており、親族との付き合いはない。

【現在の家族以外とのつき合い】該当なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほとんど毎日。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはしばしばあり。

【悩み事】「自分の病気」「家族の介護や生活の世話」「頼れる人がおらず一

人きりの生活になること」に該当し、相談できる相手は特になし。

高齢の母親と

２人暮らし

20 70歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上、３世帯同居。

【就業形態】60歳で退職、退職前５年間の平均就業時間は５時間未満、平

日の帰宅時間はおおよそ18時以前。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事を

共にしている。親族とは年中行事、冠婚葬祭で会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】該当なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人、お茶や食事を共にす

る１～２人、おすそわけ１～２人。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人数が

減り、立ち話をする人がいなくなった、参加していた地縁活動が無くなった。

【外出頻度】週に１回程度。

【健康状態】あまり良くない。日頃のストレスはたまにある。要介護２。

【悩み事】「現在の自分の病気」に該当し、相談できる相手は子ども。
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21 68歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。夫と２人暮らし。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は７～９時間、平

日の帰宅時間はおおよそ19～20時。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

～４日食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回会い、年中行事、

冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人と月に１～２回以上のやり取りがあ

る。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席１～２人、年に１

回程度自治会活動に参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】挨拶をする人が３

～５人から増えた。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の家族の健康」「頼れる人がおらず一人きりの生活になる

こと」に該当し、相談できる相手は、兄弟姉妹。

22 68歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。夫と離死別、子世帯と同居。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は７～９時間、平

日の帰宅時間はおおよそ18～19時。片道通勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、食事を

共にしている。同居外家族とは月に冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人と月に１～２回以上のやり取りがあ

る。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度以外の付き合いは

ない。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】週に２～３回。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「今後の自分の健康」「今後の家族の健康」に該当し、相談でき

る相手は、兄弟姉妹。

23 71歳女性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。夫と２人暮らし。

【就業形態】60歳で退職し現在はパート・アルバイトをしている。退職５

年前の日平均就業時間は５時間未満、平日の帰宅時間は18時以前、片道通

勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週３～４会話、週１～２

日食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回会い、親族とは月に

１～２回連絡を取り、年中行事、冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】友人と週に１～２回以上のやり取りがあ

る。

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査
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【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、地域についての相談協力１～２人、葬儀の出席１～２人、年に１

回程度自治会活動に参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】近所の１～２人と

お茶や食事をするがなくなった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】「家族の病気」「頼れる人がおらず一人きりの生活になること」

に該当し、相談できる相手は、兄弟姉妹。

24 71歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５年未満。妻と離死別、子ども世帯と同居。

【就業形態】60歳で退職後、契約嘱託の形で働いている。退職５年前の日

平均就業時間は７～９時間、平日の帰宅時間はおおよそ19～20時。片道通

勤時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

～４日食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回会い、年中行事、

冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者、友人と月に１～２回以上の

やり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人１～２人程度。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

【悩み事】悩み事なし、相談できる相手は特にいない。

25 72歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

【就業形態】退職なく現在まで自営業で働いている。５年前の日平均就業

時間は７～９時間、平日の帰宅時間はおおよそ18～19時。片道通勤時間は

30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居近居家族と週５日以上会話、週３

～４日食事を共にしている。同居外家族とは月に１～２回会い、年中行事、

冠婚葬祭時に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】職場関係者、近所の人、友人と月に１～２

回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人、地域の生活について

相談・協力する６～10人、家族ぐるみのつき合いがある３～５人、葬儀へ

の出席３～５人。月に１回程度自治会及び商工会等の活動に参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】良い。日頃のストレスはたまにあり。

地域内で自営

業をしてお

り、つながり

が豊富と考え

られたため

【悩み事】悩み事なし、相談できる相手は配偶者、兄弟姉妹。
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図表５ 地域Ｄに在住する調査対象者の特性と推進による抽出理由

属性、地域における住まい方、働き方、家族・地域とのつきあい、

悩みごととその相談相手および現在の健康状態

推進員による

抽出理由

１ 67歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。妻と離別あるいは死別してお

り１人暮らし。

【就業形態】現在も会社経営者・役員の仕事を続けており、５年前の日平

均就業時間は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降、片道通勤

時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】別に住む親族とは、週に１～２回以上電

話やメールでのやり取りがあり、冠婚葬祭時に会う。

【現在の家族以外とのつき合い】家族以外との付き合いは現在働いている

ため、仕事関係の人と週に１～２回以上会っており、また、学生時代の友

人や幼馴染と月に１～２回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする人

１～２人、葬儀の手伝いをする人１～２人。町内会・自治会の活動には年

に数回参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】５年前にはなかっ

た学生時代の友人や幼馴染とのやり取りがある。近所で会った時に挨拶を

する人の数が、５年前の11人以上から現在の６～10人に移行。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはいつもある。

【悩み事】「今後の自分の健康状態」「頼れる人がおらず一人きりの暮らし

になること」に該当し、相談できる相手は知人や友人。

１人暮らしで

あるため

２ 66歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。未婚、１人暮らし。

【就業形態】58歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平

日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】別に住む親族とは、週に１～２日会って

会話をし、週３～４日電話やメールでのやり取りがある。冠婚葬祭時に会う。

【現在の家族以外とのつき合い】趣味、スポーツなどの仲間と月に１～２

回以上会っている。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、数日の不在時声

をかける１～２人、葬儀の手伝いをする人１～２人。町内会・自治会の活

動には月に１回程度参加、地域の自主的サークル活動に月１回程度参加し

ている。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前にはな

かった地域の自主的サークル活動が加わった。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはまったくない。

【悩み事】「現在の自分の病気」「今後の自分の健康状態」に該当し、相談

できる相手は特にいない。

趣味のグルー

プ活動に参加

していること

を知人づてに

知っていたた

め

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査
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３ 72歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。夫と２人暮らし。

【就業形態】経営者・役員をしており65歳で退職、退職５年前の日平均就

業時間は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間

は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である夫と週に５日以上会話、

食事を共にし、同居外家族とは週３～４日電話やメールでのやり取りがあ

り、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】全項目に当てはまる人なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、数日の不在時声をかける１～２人、葬儀の手伝いをする人３～５

人。町内会・自治会の活動には年に１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前には、

週３～４日であった同居家族との会話、食事の頻度が高くなった。挨拶を

する人、立ち話をする人の数が１～２人から増えた。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】だいたい良い。要支援１。日頃のストレスはしばしばあり。

【悩み事】「家族の病気」「自分の今後の健康状態」「現在の家族の介護や生

活の世話」に該当し、相談できる相手は配偶者、兄弟姉妹。

挨拶程度のつ

きあいがある

が、長年仕事

で不在の時間

が多く、地域

活動で見かけ

ることが少な

かったため

４ 74歳男性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。妻と離別あるいは死別してお

り子、孫と同居。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平

日の帰宅時間はおおよそ20～22時。片道通勤時間は１時間以内

【家族親族とのつき合い】同居家族である夫と週に５日以上会話、食事を

共にし、同居外家族とのつきあいはない。

【近所との付き合い】挨拶をする人１～２人程度。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。要介護３。日頃のストレスしばしばあり。

【悩み事】「現在の自分の病気」に該当し、相談できる相手は兄弟姉妹。

５ 68歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

【就業形態】自営業で現在も働いている。５年前の日平均就業時間は９

～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。１時間～１時間半。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族する妻と週に５日以上会話、週

に３～４日食事を共にし、同居外家族とは月１～２回電話やメールでのや

り取りがあり、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】仕事関係者と週に１～２回以上会い、学

生時代の友人、趣味スポーツの仲間とつきあいがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはいつもあり。

自分の隣人の

知人
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【悩み事】「今後の自分の健康状態」「今後の家族の介護や生活の世話」に

該当し、相談できる相手は配偶者、知人や友人。

図表６ 地域Eに在住する調査対象者の特性と推進による抽出理由

属性、地域における住まい方、働き方、家族・地域とのつきあい、

悩みごととその相談相手および現在の健康状態

推進員による

抽出理由

１ 67歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。妻と離別あるいは死別してお

り１人暮らし。

【就業形態】現在も会社経営者・役員の仕事を続けており、５年前の日平

均就業時間は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降、片道通勤

時間は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】別に住む親族とは、週に１～２回以上電

話やメールでのやり取りがあり、冠婚葬祭時に会う。

【現在の家族以外とのつき合い】家族以外との付き合いは現在働いている

ため、仕事関係の人と週に１～２回以上会っており、また、学生時代の友

人や幼馴染と月に１～２回以上のやり取りがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする人

１～２人、葬儀の手伝いをする人１～２人。町内会・自治会の活動には年

に数回参加している。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】５年前にはなかっ

た学生時代の友人や幼馴染とのやり取りがある。近所で会った時に挨拶を

する人の数が、５年前の11人以上から現在の６～10人に移行。

【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはしばしばある。

【悩み事】「今後の自分の健康状態」「頼れる人がおらず一人きりの暮らし

１人暮らしで

あるため

になること」に該当し、相談できる相手は知人や友人。

２ 66歳男性

【居住形態】現在地での居住年数５～10年。未婚、１人暮らし。

【就業形態】58歳で退職、退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平

日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間以内。

【現在の家族親族とのつき合い】別に住む親族とは、週に１～２日会って

会話をし、週３～４日電話やメールでのやり取りがある。冠婚葬祭時に会う。

【現在の家族以外とのつき合い】趣味、スポーツなどの仲間と月に１～２

回以上会っている。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人３～５人程度、数日の不在時声

をかける１～２人、葬儀の手伝いをする人１～２人。町内会・自治会の活

動には月に１回程度参加、地域の自主的サークル活動に月１回程度参加し

ている。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前にはな

かった地域の自主的サークル活動が加わった。

地域のサーク

ル活動に参加

していること

を知人づてに

知っていたた

め

．家族・地域とのつながり及び健康状態についての調査
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【外出頻度】ほぼ毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはつねにある。

【悩み事】「現在の自分の病気」「今後の自分の健康状態」に該当し、相談

できる相手は特にいない。

３ 72歳女性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。夫と２人暮らし。

【就業形態】経営者・役員をしており65歳で退職、退職５年前の日平均就

業時間は９～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間

は30分以内。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族である夫と週に５日以上会話、

食事を共にし、同居外家族とは週３～４日電話やメールでのやり取りがあ

り、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

【現在の家族以外とのつき合い】全項目に当てはまる人なし。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度、立ち話をする３

～５人、数日の不在時声をかける１～２人、葬儀の手伝いをする人３～５

人。町内会・自治会の活動には年に１回程度参加。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】退職５年前には、

週３～４日であった同居家族との会話、食事の頻度が高くなった。挨拶を

する人、立ち話をする人の数が１～２人から増えた。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】だいたい良い。要支援１。日頃のストレスはいつもある。

【悩み事】「家族の病気」「自分の今後の健康状態」「現在の家族の介護や生

活の世話」に該当し、相談できる相手は配偶者、兄弟姉妹。

挨拶程度のつ

きあいがある

が、長年仕事

で不在の時間

が多く、地域

活動で見かけ

ることが少な

かったため

４ 74歳男性

【居住形態】現在地での居住年数10～20年。妻と離別あるいは死別してお

り子、孫と同居。

【就業形態】60歳で退職。退職５年前の日平均就業時間は９～11時間、平

日の帰宅時間はおおよそ20～22時。片道通勤時間は１時間以内。

【家族親族とのつき合い】同居家族である夫と週に５日以上会話、食事を

共にし、同居外家族とのつきあいはない。

【近所との付き合い】挨拶をする人１～２人程度。

【外出頻度】週に２～３回程度。

【健康状態】あまり良くない。要介護３。日頃のストレスしばしばあり。

【悩み事】「現在の自分の病気」に該当し、相談できる相手は兄弟姉妹。

５ 68歳男性

【居住形態】現在地での居住年数20年以上。妻と２人暮らし。

【就業形態】自営業で現在も働いている。５年前の日平均就業時間は９

～11時間、平日の帰宅時間はおおよそ22時以降。片道通勤時間は１時間～１

時間半。

【現在の家族親族とのつき合い】同居家族する妻と週に５日以上会話、週

に３～４日食事を共にし、同居外家族とは月１～２回電話やメールでのや

り取りがあり、親族とは正月やお盆、冠婚葬祭の際に会うつきあい。

自分の隣人の

知人
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【現在の家族以外とのつき合い】仕事関係者と週に１～２回以上会い、学

生時代の友人、趣味スポーツの仲間とつきあいがある。

【現在の近所との付き合い】挨拶をする人６～10人程度。

【５年前と現在の家族親族、近所とのつきあいの比較】変化なし。

【外出頻度】毎日。

【健康状態】だいたい良い。日頃のストレスはしばしばあり。

【悩み事】「今後の自分の健康状態」「今後の家族の介護や生活の世話」に

該当し、相談できる相手は配偶者、知人や友人。

２．４ 家族および親族とのつながり

同居家族および近居家族との対面での会話、電話やメールでやり取り、外出の活動単位が皆無

であった対象者は85名のうち３名（3.5％）であった。一人暮らし高齢者の61.1％は近居家族ある

いは親族と月に１回以上の電話やメールで連絡を取っており、夫婦世帯の51.1％、子ども世帯と

の同居者50.0％が同居家族との対面での会話、食事に加え、同居家族以外の家族親族と月に１回

以上電話やメールでのやり取りがあった。

親族とのつきあいは、「冠婚葬祭時に会う」が最も多く31.8％であり、「冠婚葬祭時とお盆や正

月などの年中行事に会う」27.1％、「冠婚葬祭時およびお盆や正月の年中行事に会う以外に普段や

り取りをする」17.6％、「冠婚葬祭時に会う以外に普段やり取りをする」8.2％であった。親族と

のつきあいの種類が多い「冠婚葬祭時およびお盆や正月の年中行事に会う以外に普段やり取りを

する」の割合は、調査地域Ｂにおいて最も高く25.0％であった。

親族とのつきあいを同居家族の構成別にみると、「つきあいがない」の割合は夫婦世帯において

最も高く、「冠婚葬祭時およびお盆や正月の年中行事に会う以外に普段やり取りをする」の割合は、

子どもの世帯との同居をしている場合において最も高かった。

図表７ 同居家族の構成と親族とのつきあい

２．５ 友人や知人、趣味仲間などとのつながり

家族や親族以外のつながりについて、古くからの友人幼馴染、職場の関係者、子どもを通じて

の知人、趣味やスポーツ仲間などとの４区分の人々とのつきあいについて聴取した。上記の関係

において、月１回以上のやり取り（会う、連絡を取る）が全くなかった対象者は21.2％であり、
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１種類以上の人々とのやり取りがあった対象者は28.2％、２種類25.9％、３種類22.4％、４種類

2.2％であった。

男性においては、71歳から74歳の高齢区分において65歳から70歳までの区分と比較し、友人、

知人、趣味仲間とのつきあいの種別が増すが、女性においては、年齢が高くになると、友人や知

人趣味仲間とのつきあいの種別が減る傾向にあった（図表８）。

図表８ 友人や知人、趣味仲間などとのつきあい （性別、年齢区分別)

同居家族の形態と知人、友人、趣味仲間などの家族・親族以外のつきあいについて、男性では

同居人数が多いほど家族・親族以外とのつきあいの種別が多く、逆に女性では単身者においてつ

きあいの種別が多い傾向にあった（図表９）。

図表９ 家族・親族以外の人とのつきあい（性別、同居形態別)

また、男性において通勤時間と家族・親族以外のつきあいをみると、つきあいの種別数が２以

上である割合は、通勤時間30分未満で81.8％、30分から１時間で43.8％、１時間から１時間半で

は46.7％であった。現在と在職時（退職５年前）とのつきあいの変化は、通勤時間が長いほどつ

きあいの種別数は増加していた（図表10）。
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図表10 男性対象者における通勤時間と退職後の友人や知人、趣味

仲間などとのつきあいの変化

２．６ 地域におけるつながり

地域におけるつながりについて、近所との８種類の活動単位（挨拶、立ち話、不在時の声掛け、

地域の生活・居住環境についての相談および協力、お茶や食事をともにする、おすそわけ、家族

ぐるみのつきあい、葬儀の出席・手伝い）と地域活動への参加（町内会・自治会、婦人会、老人

会などの地縁活動、商工会・業種組合、自主サークル活動、ボランティア活動）から、つながり

の量と種類を計測した。

会った時の挨拶は、85名すべての対象者が行っていた。挨拶をする相手の数は、１～２人

（7.1％）、３～５人（36.5％）、６～10人（48.2％）、11人以上8.2％であった。挨拶の次に多く見

られた近所の人とのつながりを示す活動単位は、立ち話をする（48.2％）であり、続いて、葬儀

への参加（43.5％）、地域の居住環境についての相談・協力（32.8％）、不在時の声がけ（18.8％）、

おすそ分け（17.6％）、家族ぐるみで余暇等を楽しむ（12.8％）であった。

地位活動の参加については、自治会・町内会の参加は51.8％、地縁活動への参加は10.6％で

あった。

近所との８種類の活動単位について１人以上とのつきあいがある種別の合計数の平均値（近所

づきあいスコア）は2.67であった。性別による地域との活動単位数の平均値は、男性1.95、女性

3.55であり、他の先行研究と同様に（JARC）、男性に比べて女性における地域とのつながりの高

さが示された（図表11）。近所づきあいスコアを地域別にみると、地域Ｂにおいて2.80と最も高く、

つづいて地域Ｃ2.68、地域Ａ2.33であった。これは、自治会・町内会加入率の高い地域Ｂの地域

特性を反映しているものと考えられた。災害被災地域である地域Ｄ、地域Ｅにおいては、今後の

地域の居住計画を検討する住民懇談会等の開催により、地域居住環境についての相談・協力が高

くなっていた。
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図表11 近所づきあいスコア 性・年齢区分別

活動単位数による近所とのつきあいが活発であるのは、男性では単身者、女性では夫婦世帯で

あった（図表12）。子ども世帯との同居世帯では、活動単位が低い傾向は、子ども世帯と同居して

いる場合は、子ども世帯の夫婦が近所づきあいの主体であることがうかがわれた。

図表12 近所づきあいと同居家族構成

近所づきあいは、男女とも通勤時間がながいほど少ない傾向にあった（図表13）。ただし、女性

では通勤時間が長い区分において、退職後の地域との付き合いに増加がみられていた。
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図表13 近所づきあいと在職時の通勤時間

２．７ 在職時とのつながりの変化

男性女性ともに退職前と比較して、趣味友人および地域とのつながりは増加の傾向にあるが、

特に女性は地域のつながり、男性は趣味友人とのつながりに増加が認められた（図表14）。女性に

おける地域とのつながりの減少は、３世帯同居者における子ども世帯への活動主体の移行が、影

響していると考えられた。

図表14 男女別退職後のつながりの変化

つながりの種類 在職時との変化 男性（％） n＝43 女性（％） n＝42

減少 7.1 2.3

知人、友人、趣味の仲間 変化なし 81.0 93.0

増加 11.9 4.7

減少 11.9 23.3

近所づきあい 変化なし 69.0 39.5

増加 19.0 37.2

減少 7.1 14.0

地域活動への参加 変化なし 81.0 67.4

増加 11.9 18.6

２．８ 健康状態、こころの健康

主観的健康の回答は、「よい」7.1％、「だいたいよい」49.4％、「あまりよくない」28.2％、よ

くない2.0％であった。対象者の12.9％が介護認定を受けていた。主観的健康感の性別および年齢

別区分では、71歳から74歳の年齢区分で「あまりよくない」または「よくない」の割合の合計が
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35.0％（男性）、37.5％（女性）と高くなっていた。健康状態と近所づきあいをみると、近所づき

あいの活動単位の多いグループでは、健康状態の「よい」の割合が高かった（図表15）。健康状態

と近所づきあいの関連が示されたが、健康であるために地域の活動数が多い、または、地域の活

動が多いため健康が維持されている、いずれの機序であるかについて説明するには、十分でない。

ストレスについては、「ない」14.1％、「たまにある」68.2％、「しばしばある」15.3％、「いつ

もある」2.4％であった。震災を受けた地域Ｄ、地域Ｅにおいては、すべての対象者が「しばしば

ある」または「いつもある」に該当していた。

悩み事は、該当が多かった順に「今後の自分の健康」54.1％、「頼る人がいなくなりひとりきり

の生活になること」23.5％、「現在の自分の病気」17.6％、「今後の家族の介護や生活の世話」16.5％、

「今後の家族の健康」15.3％、「経済的なこと」12.9％、「住環境」11.8％、「現在の家族の病気」

10.6％であった。地域Ｄ、地域Ｅにおいては、悩み事の該当数が多く他地域に比べ「経済的なこ

と」、「居住環境」が悩みとしてあがっていた。

悩み事の相談相手は、最も多かったのは「兄弟家族」28.2％であり、続いて「妻か夫」23.5％、

「友人」14.1％であった。悩み事の相談相手の合計数は、近所づきあい活動の単位が多いグルー

プにおいて、多い傾向にあった（図表16）。

図表15 主観的健康感による健康状態と近所づきあい

近所づきあい活動単位

１-２ ３-４ ５以上

健康状態

よい 12.5％ 28.1％ 25.0％

だいたいよい 50.0％ 53.1％ 33.3％

あまりよくない・よくない 37.5％ 18.8％ 41.7％

図表16 悩み事を相談できる人の種別数と近所づきあい

近所づきあい活動単位

１-２ ３-４ ５以上

相談できる人の種類の合計

いない 55.0％ 21.9％ 8.3％

１ 35.0％ 49.5％ 66.7％

２ 10.0％ 28.1％ 16.7％

３以上 0.0％ 3.1％ 8.3％
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． 介護サービス・生活支援サービスの利用高齢者の家族および
地域に交流関係とサービス利用についてのケーススタディ

１．調査方法

包括的な地域保健プログラムに取り組む首都圏および地方都市の３地域において、地域包括支

援センターおよび居宅介護支援事業所に勤務する専門職を対象に質問紙票をもちいて調査を行っ

た。３地域は、地域居住高齢者を対象とする家族・地域とのつながり及び健康状態についての聞

き取り調査の調査地域Ａ、地域Ｂ、地域Ｃと同一である。

それぞれの地域の５つの地域包括支援センター要支援・要介護認定者の介護、生活支援サービ

スの利用と家族、地域における交流関係について調査回答専門職が担当するサービス利用者のな

かから、回答者が任意であげる認知症あり１名、認知症なし１名の事例について詳細を尋ねる形

式で調査票を設計し、地域包括支援センターと施設・事業所を区別するものとし、調査項目およ

び選択肢については同一とした。また、代表者が回答する調査票（代表者回答票）とスタッフが

回答する調査票（専門職回答票）に分けて調査票を作成し、研究協力の同意が得られた地域包括

支援センターおよび居宅介護支援事業所に質問紙票を送付した。各センターおよび事業所につい

て、それぞれ５名の専門職による回答を事前に依頼し、同数を送付した。

【Ⅰ】代表者回答票

過去１か月間の利用者に関する、利用者数、単身世帯の利用者数、高齢者夫婦世帯の利用者数、

認知症のある利用者数、不利益や被害にあったことのある利用者数

【Ⅱ】専門職回答票

過去１か月以上担当している利用者のうち、認知症のある利用者と認知症のない利用者のそれ

ぞれについて、世帯構成、年齢、性別、要介護度、外出目的と頻度、利用している介護保険サー

ビスの内容と頻度、介護保険サービス以外に日常生活上で利用しているサービスの内容と頻度、

利用者が地域とのつながりを得るために重視している事項

地域Ａの居宅介護支援事業所については、地域包括支援センターから介護予防事業の委託を受

ける５事業所と、委託を受けない５事業者の計10所とした。地域Ｂ、Ｃについては、地域包括支

援センター数が４であり、そのうち研究協力の同意が得られた３センターと、委託に因る区分を

わけない

調査票は、次の質問項目から構成した。

利用者の性別、年齢、要介護度、同居家族及び近居家族の構成、地域包括支援センターに至

る経緯・経路と関わった仲介者、機関、介護保険サービス及び介護保険以外のサービスの利

用種類とサービスの提供者及び仲介者、日常生活動作・手段的日常動作の行為者、社会活動

範囲。
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２．調査結果

２．１ 回 収 率

地域Ａについては10センター、25事業所送付のうち、８センター11事業所から回答を得た。地

域Ｂについては、４センター10事業所送付のうち、３センター４事業所、地域Ｃについては、４

センター15事業所送付し３センター９事業所から回答を得た。図表17に、調査票回答者数とその

職種分類について示す。

図表17 介護サービス事業所・施設および地域包括支援センターにお

ける専門職回答者の内わけ

地域Ａ 地域Ｂ 地域Ｃ 計

居宅介護支援事業所数 11 4 9 24

介護支援専門員 28 6 17 51

保健師 2 1 4 7

看護師 12 7 9 28

理学療法士 2 2 3 7

作業療法士 2 3 1 6

社会福祉士 3 4 7 14

訪問介護員 0 ― 1 1

介護福祉士 12 9 4 25

事業所施設回答者 計 61 32 46 139

地域包括支援センター数 8 3 3 14

介護支援専門員 14 6 8 28

保健師 18 2 2 22

看護師 6 5 3 14

理学療法士 0 0 1 1

作業療法士 0 0 1 1

社会福祉士 9 4 6 19

訪問介護員 0 1 1 2

介護福祉士 ― 1 ― 1

地域包括支援センター回答者 計 47 19 22 88

回答者合計 108 51 68 227
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合計227人の専門職の回答から、それぞれ認知症あり・なしの２事例について計454ケースのう

ち、414ケース（人）について分析が可能な結果を得た。

【年齢】

65歳～69歳 54人

70歳～74歳 154人

75歳以上 246人

【世帯構成】

単身世帯 86人

高齢者夫婦世帯 115人

その他 47人

【要介護度】

要支援１ 78人

要支援２ 85人

要介護１ 68人

要介護２ 95人

要介護３ 43人

要介護４ 35人

要介護５ 40人

２．２ 保健・医療・福祉の支援と地域における交流形態

各専門職が回答した事例から、回答した利用者が地域とつながりをもって生活ができるように

重視している事項を選択した結果、家族関係、近隣の人との関係、性格を重視する傾向が見られ

た。職種毎に見ると、看護師、保健師、社会福祉士については、歩行等の移動能力、性格、疾患

が考慮されており、介護福祉士は隣人との関係、地域とのつながりを求める要望、趣味、現在の

地域での役割といって、つながり形成の直接的関与要因となる要素を考慮する傾向にあった。一

方で、利用者の以前の職業については、居宅介護支援事業所における社会福祉を例外として、他

のどの職種においても、地域とつながりをもった生活を促進する上で、重要視する傾向は低かっ

た。特に男性高齢者については、退職後の地域での生活を持続する上で、多くの時間を過ごして

きた環境と断絶せずにつながりを維持することを鑑みれば、就業分野での経験にもとづく特性、

また職場関係者とのかかわりの持ち方を含めた友人関係についても考慮する視野が求められると

考えられた。
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図表18 世帯別の交流形態

単身世帯 高齢者夫婦世帯

75歳以上 92.3％ 69.6％

認知症がある 46.2％ 52.2％

月１回以上の項目 単身世帯 高齢者夫婦世帯

外食・配食 59.0％ 43.5％

配偶者等への付き添い 2.6％ 30.4％

銀行や役所への手続き 66.8％ 56.5％

家族、友人、親戚などの訪問 74.4％ 65.2％

散歩 66.8％ 73.9％

訪問看護 7.7％ 13.04％

居宅療養管理 0.0％ 4.4％

通所介護 28.2％ 21.7％

短期入所生活介護

短期入所療養介護
0.0％ 4.4％

配食 46.2％ 13.0％

移送サービス 7.7％ 17.4％

簡単な日曜大工や庭仕事 12.8％ 26.1％

家事代行サービス 25.6％ 30.4％

傾聴・話し相手などの他者との交流 28.2％ 17.4％

見守り 23.1％ 17.4％

図表19 認知症の有無による交流形態

月１回以上の項目 認知症がある 認知症がない

買い物 80.0％ 93.8％

外食・会食 43.3％ 62.5％

医療機関への通院 83.3％ 100.0％

家族、友人、親戚などの訪問 63.3％ 78.1％

訪問看護 13.3％ 6.25％

通所介護 30.0％ 21.9％

通所リハビリテーション 10.0％ 18.8％

配食 36.7％ 31.3％

傾聴・話し相手などの他者との交流 26.7％ 92.9％

見守り 20.0％ 21.9％
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【利用者が地域とつながりをもって生活ができるように重視している事項】

図表20 居宅介護支援事業所のサービス利用者ケース：専門職種別

図表21 地域包括支援センター サービス利用者ケース：専門職別
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． まとめ

在職中に家族・親族や地域との絆である血縁や地縁が希薄化し、さらに退職とともに「社縁」

を失い、社会との接点が欠乏した環境で高齢期むかえる循環が生じている。しかしながら、高齢

期日常生活においては、医療、介護、生活支援を含む多種・多様な社会的支援を必要とする。本

研究は、家族や近隣における人と人とのつながりを高齢者の現在、在職中の双方について数量化

し、健康状態や医療・介護ニーズ、生活支援ニーズとの関連を明らかにし、社会経済的な生活条

件を含む広い生活環境要因との分析により、家族・地域とのつながりと健康との関係を総合的に

評価する指標の開発を試みた。

「地域居住高齢者を対象とする家族・地域とのつながり及び健康状態」の調査より、異なる５

地域の高齢者85名への聞き取り調査から、高齢者の家族、地域とのつながりは、対象者の年齢、

性別、居住形態、地域特性、在職時の就業形態により、多様な形態をもつことを示した。

家族・親族とのつきあいでは、単身者において親族との会う機会や連絡を取る機会が、同居家

族者のある対象者に比べて活発であり、家族・親族以外の知人、友人、趣味仲間とのつながりは、

男性の高年齢者において多く、特に退職後男性において、知人、友人、趣味仲間との関係を活発

化させていた。在職当時の就業形態と地域のつながりの関係においては、通勤時間の長かった退

職後高齢者において、つきあいの種別、人数が少ないが、退職後の増加は通勤時間の短い層に比

べて大きく、少なかった活動の種類、量を定年後に伸ばしている実態が明らかになった。退職後

のつながりの広げ先として、男性は友人や趣味、女性は地域へと向かっていた。

地域のつきあいと健康状態については、先行研究においても示されているところであるが（Ber-

kman,Morita）、本研究においては、近所づきあいの種類の多さと、よい健康状態との関連が示

された。近所づきあいの種別、人数による健康状態への明確な因果関係と健康状態をサポートす

るつきあいの構成要素と関連要因については、今後の調査研究の課題である。健康状態、こころ

の健康に関与する「悩み事」の相談先の種類数は、近所づきあい活動の種類がおおいほど、相談

先が多く、悩み事や心配事の相談を介しても、主観的健康感によるよい健康状態へ、間接的に関

与するものと推察された。

「介護サービス・生活支援サービスの利用高齢者の家族および地域に交流関係とサービス利用」

に関する調査では、介護サービスを行う専門職の回答に基づき介護サービス利用者414名につい

て、サービス利用類型と交流形態について検証した。「地域居住高齢者を対象とする家族・地域と

のつながり及び健康状態」では、対象者の年齢が65歳から74歳、かつ、介護認定者の割合が12.9％

と比較的、身体機能レベルの高い高齢者を対象とした調査であったが、同じ地域条件で生活支援、

介護サービスで受けることになった場合、どのような交流形態が観察されるのかについて検証を

行った。単身者、認知症あるのケースでは、地域とつながりの持ち方に関連する項目におけるサー

ビス利用が多い傾向にあるが、一部の項目では、簡単な日曜大工や庭仕事、対話・傾聴の項目に

みられるように、夫婦のみの世帯において一人ぐらし世帯より、サービス利用が多いことが示さ

れた。

以上のことから、退職後高齢者のつながりの形成には、住まい方、在職時の働き方が複雑に影

響しており、地域で生活支援が必要なる際には、つきあいの種別および量を維持するために、こ

れらの要因を考慮したケアサポート体系、体制の構成を形成することが望ましいと考えられた。
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全労済協会「公募研究シリーズ」既刊報告誌

（所属・役職は発行当時です。)

『非自発的孤立・無縁ゼロ社会創成のためのセーフティネット設計』2013年５月

大阪大学社会経済研究所・特任研究員 青木 恵子、東京大学大学院工学系研究科技術経営戦略学専攻・特任研究員 赤井 研樹

○ 貧困や失業だけでなく、社会における人々の相互依存関係からも脱落する「社会的排除」

が問題視されるようになって久しい。本研究では、ペアや集団による協働作業の実験等を通

して孤立に至る要因を解明し、社会的なつながりについて金銭価値での計測を試みる。

また、孤立・無縁を防ぐ試みの施策を検証し、社会的孤立状態からの脱却に向けて提言する。

『インターネット上の社会関係資本に基づく地域社会政策』2013年１月

早稲田大学大学院経済学研究科博士後期課程 軍司 聖詞

○ 絆のほころびが社会問題となっている現代、特に深刻であるのが地域社会で孤立しやすい

とされている若者である。多くの若者は現実社会ではなく、インターネット上に絆を広げて

いるという現状がある。本研究では、インターネット上に絆を広げる若年層の交流状況を分

析し、若年層も巻き込んだ地域づくりを行うための地域社会政策を考察する。

『福祉ＮＰＯと地域自治組織の連携システムに関する調査研究』2012年12月

大阪市立大学都市研究プラザ特別研究員 栗本 裕見、関西大学社会学部教授 橋本 理

○ 行政が供給する「行政サービス」ではなく、行政とともに地域住民やＮＰＯ、企業を担い

手とする「公共サービス」充実のための「地域自治組織」が注目されている。「地域自治組織」

における自治体と住民組織の関係、地域組織間の関係の現状を調査を基に分析することによ

り、地域自治組織の課題と展望を明らかにする。

『地域通貨を活用したコミュニティ・ドックによる地域社会の活性化』2012年10月

研究代表者：北海道大学大学院経済学研究科教授 西部 忠

○ グローバル化が急進する現在、経済的・社会的・文化的な諸問題を解決する媒体として、

地域通貨が注目されている。本研究では、地域通貨を活用したコミュニティ・ドックの手法

を採り、地域経済・社会の現状を多面的に把握し、改善に向けた処方箋を提示する。そして、

地域通貨の実践的な導入と活用、総合的かつ内発的な地域診断手法について提言する。

『社会的企業の社会的包摂機能の戦略的社会基盤整備の制度化に関する日英比較研究』2012年８月

明治大学経営学部教授 塚本 一郎

○ 社会的企業に期待されている役割には、社会的排除下にあるグループを対象とする雇用機

会の創出等がある。しかし、わが国では労働統合型といわれる社会的企業の制度化は発展途

上であり課題が山積している。本研究はわが国の労働統合型社会的企業が社会的包摂機能を

発揮するための課題と展望について、英国の先進事例との比較により明らかにする。
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『次世代育成支援行動計画における地域子育て支援事業の評価に関する研究』2012年６月

滋慶医療科学大学院大学専任講師 小野セレスタ摩耶

○ 次世代育成支援事業のうち近年事業拡大と充実の傾向が著しい「地域子育て支援に関する

事業」について、地域住民による事業評価の実施を目指して、事業の各利用者に対する有効

性や効果・満足度等を評価する方法を研究し、利用者評価ツールを開発・作成した。利用者

評価を推進する上での留意点、評価結果の活用の意義と重要性について考察する。

『女性ホワイトカラーの保育環境としての地域社会の課題と展望 ～企業福祉との役割分担～』2012年５月

奈良女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程 川上 千佳

○ 日本の保育は地域社会の認可保育所が主流だったが、近年、保育サービスは公共部門だけ

でなく、企業内保育所など多様な主体と共に担っていく流れにある。本研究では、女性ホワ

イトカラーの家庭と仕事の両立を調査し、企業等のインタビュー調査により子育て支援活動

の実態と意識を紹介し、今後の地域における子育て支援のあり方について考察する。

『地域福祉を支える寄付の仕組みに関する研究』2012年１月

(独)国立高等専門学校機構明石工業高等専門学校一般科目・講師 石田 祐、大阪大学社会経済研究所特任助教 奥山 尚子

○ 地域社会では福祉需要の多様化により、財政事情等を抱える行政に代わり、地域課題に取

り組むＮＰＯや自治会等諸団体の活動に期待が高まっているが、財政基盤が脆弱なため、寄

付・会費を促進する方策が求められる。本研究ではアンケート調査を通して、寄付行動に影

響を与える要因を分析し、寄付等の仕組みづくりへの可能性について述べる。

『保育サービスを中心とする子育て支援政策の国際比較行財政論

～スウェーデン、イギリスの実態と日本の改革論議への示唆～』2011年12月

新潟県立大学国際地域学部准教授 高端 正幸、横浜国立大学経済学部准教授 伊集 守直、東北学院大学経済学部講師 佐藤 滋

○ 1990年代以降日本では少子化対策を中心に子育て支援政策が進められてきたが、本研究で

は、スウェーデン、イギリスとの国際比較を通して、子育て支援政策の展開や行財政論につ

いての基本的論点を考察する。そして日本における子育て支援政策とその改革論議―政策意

図や地域における子育て支援―へ向けた視座を示す。

『自主防災組織活性化による福祉コミュニティ再生の課題と展望』2011年12月

高知大学総合教育センター准教授 玉里 恵美子、高知大学人文学部准教授 霜田 博史、高知大学総合教育センター准教授 大槻 知史

○ 各地域で自主防災組織活動が展開されているが、住民意識が高いとはいえない。本研究は、

高知県下の自主防災組織活動へ取り組みを実践研究し、コミュニティにおいて「防災・減災」

を起点として地域の日常の福祉へと繫げ広げていく視点の重要性を述べ、今後の自主防災活

動とコミュニティ再生を展望する。

『日本における中山間地域の活性化に関する地域マネジメント研究

～経営学・マーケティング・ケアの視点から～』2011年７月

立命館大学経営学部教授 守屋 貴司、教授 佐藤 典司、立命館大学スポーツ健康科学部教授 三浦 正行

『社会連帯組織としての非営利・協同組織（協同組合）の再構築』2011年５月

関西大学商学部教授 杉本 貴志

『ポスト福祉国家の時代における共生社会の可能性とベーシック・インカム論』2010年12月

神戸大学大学院法学研究科教授 飯田 文雄
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